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名古屋大学長 勝 沼 精 蕪

我園は敗鞍の後をうけ貧窮のどん底をついた、併し総ての希望を失った訳ではない。我々は相

銑へてwi学D研績に一足まの努力を鈴はなければならない。義に名占屋大学昼電研究所は金原所長

統芸容の下に、内外学界の大きな期待を負って力強く発足して認に共輝しき業績を集積して汎く学

界に其成果を賂らむとしてゐる。とれ持iJ~本学誇の一つであって、今私は逐次なされむとする本

報告が斯界の重要なる文献として幾久しく学界指導者fこらむととを衷心た析しておIJ刊の所感とす

る。

初代総長縫 沢フE ムロ

との度「空電研究所報告」第一号を発刊するので悠頭言を求められた。余は昭和15年(1940)金

原教授が本学で

~.、。

本邦では雷は俗に地震、雷、火事……と言はれて尤も恐れられている災害のーである。電気が

人生に臨用せらる L厳になってからとの方、雷の研究はフランクリンの実験以来常に其の容の予

防にあった。産業の血管系統と称せらる L電))の途電線も、紳経系統と"昌へらるL無線及び有綿

のj通信線も皆之に悩まされている。しかも其現象は地球上空或は更に大く天体の異変から起るの

で実験之内で捕促することが出来ない。従て其の障害除去の対策をすニてるととは至難とされてい

る。 昭和15年(1940)日本学術振興会では関係専門家約50名より成る雷災防止委員会を組織して協

同研究に着手され、金原敬授も其の一委員となって活躍された。研究が進むに従って雷、即ち一

般に宰電が気象異変から起るととが分り、精平容なる測定器を以てすれば、極右風、旋風、前齢、雨

乞伴ふ低気圧J…-・・等を識別することが出来、しかも数千粁の遠方に起るものも推知し得るととが

わかっf二。

昭和18年(1943)頃であっすニと思ふ。金'*数長から本学米山敷地内の高地に本邦気象観視11'1)一環

としてg;;電研究所を設置したいとの希望を申出された。時恰も大戦はし烈となって、名古屋の軍当

局から防衛上段通の高射砲陣地として右高地を借用しすこいと申込まれた。当時は人心が制度t乙興

脅していたから軍の嬰求は殆ど絶対的で品、った。併し若し之を承諾すれば本学C致命傷となるこ

とは疑ない。そとε余はと Lを前述の2芸電慰i測所として気象観測殊に当時軍の尤も要望しfこ熱併

地方から来る酌~の予?誌に役立たせる研究を行ふとと k以て漸く軍C諒解を得ずこのであつれc 従
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て余は東山高地の住fJ測所建設に就ては深く責任を感じ、極度の資材挑底の折柄宵二b-手を君主して電

源用変E様、ケーフ'ル等の:蒐集に努力しfこ。幸に各方面から同情ある協力により短時日¥'CHHりな

りにも設備を整ヘー金原数段が始て~電測定を行ったのは昭和19年(1944)頃?あったと記憶する。

その後直に空襲が悲しくなり研究も中絶するの己むなきに至つfこが、終戦後関係当局から本研

究の電要性を認められ、豊川に研究所を設け東1[1と協力して着々進捗しつ Lあるととを聞き手伝邦

再建の途上年々尉風の被害に悩まされている折柄喜びに培えないの、Cある。

余は電気工学を専攻しているので研究室の座右銘として「捕首役電jなる語を偽げていた。

金!京教授が本研究室例設のl怨乞はれて之を拝者した。蓋し本研究には最も油切なる懐IrTと思ふ。

頗くは本研究の発展に(夫て笛は恐しいもの、εなく 、人類に尤も親まれるものとならんとと佐。

m児 辞

名古墨大学工学部長 一 雪

* 良15
総合大学としてまだ滋月の新しい名古屋大学に、昭和2tl年に室電研究所が附置される乙とにな

ったのは、現所長、工学部叡授金原淳氏の今次戦~，中~z:.於ける室電院係の卓抜なる研究成果と、

戟后に於てもとの方市Iの研究の重要性がj、きく取上げられて 、 特に <-l H Q 当局の1~ .ì'自に基くと と

るが組めて大きい結果の様¥'C聞いています。

即ち、金原所長は本学に就任以前、過般の大戦前から、気象台長む主出し7こ学術-I)Ji興会笛災委

員会の一員として、雷雲の発する空中電波の諾性質を攻究し、叉その電波の捕提にぷり不可腕謹

距離の福雲のイ子在地点の確定をも研究されました。戦争以来戦時研究委員として、特¥'C海軍技術

部と連絡して波洋航空機の航孫上C笛雲の位置測定刀法の研究に従ひ、甚だ千子殺な技術J-_11)成主立

を牧められましfニ。 修電気后偶々米国側でも同じ研究が行はれ実施されて居ナこととが中山、 UH(~

~寧司令官の指令により 、彼我の研究成結の蓮絡討議が行はれたととる 、 実行商では米国側が余

程進んで、居ナこが.それは我園C電波機器製作の抑劣にi左lる結果で、、研究!百で町は決して米園に劣与

す=、 5宇Eる我方の進歩して居る部商が少くとかナこととが明かとなったので、空軍当局が痛く感心し

米園側でも研究を継続するが、日本でも研究所を設立して研冗を強化する十去にと菰舞され、その

結果として、政府から金原敬授や主J:1J1とする星電研充所の設立が認可されることになっfニ次第の

魅であります。

金原所長が研究所発足以来、種々の困難の下に、その研究活動11);S}め搾身の努力を{lIiけて来ら

れたととに対し敬意を去するものでありますが、今回研究業績の-l'J"Eが所報としてfll行される迎


